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２０２０年度（令和２年度）教育研究交流センター年報の発刊にあたって 

 

福山市立大学 教育研究交流センター長 

        劉 郷英 

 

本学の教育研究交流センターは，「全学の協力のもと，大学が有する知的資源を活用し，

地域交流及び生涯学習等に関する調査・研究並びに教育事業を行うとともに，地域連携及び

国際交流等に関する取り組みを推進し，本学の教育研究並びに地域社会の発展に寄与する」

目的で，開学と同時にスタートを切って丸 10 年となりました。 

教育研究交流センターの事業内容として，毎年①地域交流事業。②公開講座，地域連携事

業，ワークショップ。③受託研究・共同研究事業。④国際交流事業。等を行っています。 

2020 年度につきましては，新型コロナウイルス感染症という非常事態の制約があるなか

で，様々な困難を乗り越えながら，以下のような取り組みを展開してきました。 

社会貢献としてオンライン方式で大学内での公開講座を全 3 回開催しただけでなく，行

政や企業，市民活動団体などと連携して，持続可能な地域の発展に貢献する人材育成の講

座・セミナーを行いました。オンラインで開催したため、参加者は福山地域だけでなく，遠

方地域からも多く見られました。新しい可能性を切り開く契機となることが期待されます。 

一方，本来企画していた 8回目の「ふくやまサイエンスフェスティバル」は，中止となり

ました。しかし，学外へのアウトリーチ機能として，備後圏域の高等学校や中学校と地域探

究活動に取り組む高大連携事業や中大連携事業，および地域の学習支援，ユネスコスクール

支援，子育て支援活動の支援なども実施してきました。さらに，2019 年度に続いて，急増

している外国人市民との多文化共生地域作りの実践として，連続ワークショップや日本語

支援を実施し，新たな地域貢献活動を行っております。 

また，本学の知的・人的資源を活かしながら，行政や産業界と連携協力し，課題の解決に

寄与する取組として，共同研究・受託研究なども実施しています。 

これら当センターの活動の成果を取りまとめ，年報として記録に残すことといたしまし

た。これも学内外の多くの方の支援の賜物であり，改めて感謝申しあげる次第です。 

来年度の取組内容も決まりつつあり，自信を持って新年度を迎えたいと思っています。 

今後とも，皆様のご意見やご要望も踏まえながら，創意工夫を凝らして活動内容を充実さ

せていく所存ですので，今後も引き続きご協力いただきますようお願い申しあげ，発刊のご

挨拶といたします。 
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■福山市立大学教育研究交流センターの目的・概要 

 

１ 目的 

教育研究交流センターでは，全学の協力のもと，大学が有する知的資源を活用し，地域交流

及び生涯学習等に関する調査・研究並びに教育事業を行うとともに，地域連携及び国際交流等

に関する取り組みを推進し，本学の教育研究並びに地域社会の発展に寄与します。 

 

２ 業務内容 

教育研究交流センターは，公開講座などの学外向け事業の企画・立案を行うとともに，地域

課題と研究内容を結び付ける窓口として，各種の相談業務を行います。 

（１） 地域交流事業 

大学施設の一般公開事業など，地域に広く門戸を開放し，地域に親しまれ信頼される大学を

めざします。 

さらに，都市型キャンパスの好立地を生かし，様々な社会の担い手が集い，語り，共に学ぶ

環境づくりを進めます。 

 

（２）公開講座，連携事業，ワークショップ 

地域に関わる関心や興味深いテーマを様々な側面から取り上げる講演会を開催します。ま

た，少人数で参加型のワークショップを開講します。 

「びんご圏域」の大学等の連携を基盤に，地域の抱える問題の解決やアウトリーチ活動をよ

り発展させるため，圏域内の連携を図ります。 

 

（３）受託研究・共同研究事業 

大学教員や研究者のノウハウや蓄積を社会に還元していくため，地域のシンクタンクとして

の機能の充実をめざします。 

地域や産業界，行政などのニーズ（課題）の情報収集・分析を行うとともに，本学の研究機

能とをマッチングさせる窓口になります。 

 

（４）国際交流事業 

海外の教育機関との連携交流を推進し，学術の向上と地域貢献に寄与します。 

 

３ 所在地 

 福山市港町二丁目 19番 1 号 

福山市立大学内 管理棟 1 階 
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４ 福山市立大学の地域連携事業の推進体制 

    

   ≪地域≫           ≪窓口≫              ≪教員≫ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

●地域連携フェロー 

本学では地域との連携・交流を効果的に進めるため，地域連携・地域貢献活動で特に経験と

実績のある教員を「地域連携フェロー」として配置し，地域の課題に関する調査・研究，地域

連携のための連絡・調整等に取り組んでいます。 

 

教育研究交流センター

地域連携の総合窓口

大学事務局総務課連携担当

すべての連携事業を総合調整

地域連携フェロー

地域連携の推進を支援

事務局 総務課  

連携担当 
教育研究交流センター 
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地域連携フェロ― 

 

教
育
学
部 

 

都
市
経
営
学
部 

大 
 

学 
 

院 

教育支援センター 

 

市民 

・ 

団体 

 

 

企業等 

 

行政 

・ 

学校 

ｷｬﾘｱ･ﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾝﾀｰ 

心とからだのｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

 

 

マッチング 

学内調整 

持続可能な 

地域社会の

発展に貢献 

地域交流事業 
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受託研究・共同研究 

国際交流事業 
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■地域連携活動 

2020 年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、教育研究交流センターとして取り組

んでいる様々な事業が延期・自粛となり，限られた期間内に活動したり，制限期間中ではオンラ

イン中心として活動を行ってきました。 

 

（１）地域連携事業 学生が関わった地域活動 

教員の指導のもと学生の学びを通じた地域活動によって，「キャンパスは街 学ぶのは未来」

のキャッチフレーズを実践します。 

① 学生による地域活動 

関係人口創出プロジェクト 

「山野ににぎわいを」テーマに，山野町の古民家再生や地域イベントのへ参画 

空き家再生プロジェクト 

空き家の利活用に対して，地域の住民と協力して，子どもたちの居場所づくりに取り組む 

災害に強い地域マップづくり 

避難場所までの所要時間や災害時の配慮事項などを地図上に記入し，避難の課題とその解決を

めざす 

福山駅前等歩道空間社会実験 OPEN STREET FUKUYAMA 

中心市街地の活性化を目的に，歩道空間等の活用による人の動きや流れを調査・分析に取り組む 

療育学習支援事業 

 課題を抱えた子どもたちが自信をもって輝ける場所を提供する事業のボランティア活動 

学生ばらのまち推進委員会 

第 20 回世界バラ会議福山大会 2025に向けた啓発活動 

デニム産地比較研究 

デニム産地の競争優位性等を明らかにするため，児島班・福山産地班に分かれ，企業取材を行い，

比較成果報告を行う 

 

 

 

  

学生ばらのまち推進委員によるばら苗植付け 空き家再生プロジェクト 



 

4 

 

②学習・教育の支援 

地域学習の支援 

（運営のサポート，学びを活かした

活動支援） 

・放課後子ども教室，土曜チャレンジ 

公民館などで行う活動をサポートする 

高大連携事業 

（高校と大学の連携事業） 

■地域探究の手法など指導助言 

■学生による事業支援 

 

・福山市立福山高等学校 

 「総合的な探究時間の指導」 

・広島県立誠之館高等学校 

 「「再生エネルギー」について，多面的・多角的に考

え，広島県に適した再生可能エネルギーについて考

える」，「気候変動への適応」 

・広島県立福山葦陽高等学校 

 「総合的な探究の時間（地域研究）の講評」 

・岡山県立笠岡高等学校 

 「地域学」の学習指導 

・岡山県立岡山芳泉高等学校 

 「「持続可能な都市・地域づくり」を考える」 

・愛媛県立伊予高等学校 

 「地域探究活動の進め方」，「愛媛県松前町が抱える

災害リスク」 

中大連携事業 

（中学と大学の連携事業） 

■学生による事業支援 

・尾道市立重井中学校の避難所運営ゲーム（HUG）に

オンライン参加 

ユネスコスクール支援 

（小中高校のＳＤＧs の学習を支援） 

「備後圏域の学校におけるＥＳＤ・ＳＤＧｓ推進セミ

ナー」を開催し，活動の先進事例を共有し，ネットワ

ーキングを促進する。 

＜ユネスコスクール支援大学間ネットワークに加盟＞ 

子育て支援活動の支援 

こども食堂，遊び場などに取り組む団体の活動を支援

する。また，リノベーションなどによる交流の場づく

りへの協力にも取り組む。 

 

  高大連携事業（笠岡高校にて） 中大連携事業 
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（２）公開講座 

社会貢献として大学内での公開講座を開催するだけでなく，行政や企業，市民活動団体などと

連携して，持続可能な地域の発展に貢献する人材育成の講座・セミナーを行います。 

①主催事業  

テ－マ 開催日 
参加者数

（人） 

本当の『地域おこし』ってなんだろう？ 

～地域おこし協力隊の 2 年半の歩み～ 
2020/10/24 11 

コロナ禍・人材難・働き方改革で苦悩する企業・NPO 組織

の好転の新動向研究  

～組織スタディーズ（Organizational Studies)の観点から～ 

2020/11/7 27 

シンポジウム「福山市の音楽文化振興のこれから 

－ふくやま芸術文化ホールリーデンローズを視点として－」 
2020/11/28 27 

 

   公開講座実施風景 

2020 年 11 月 7 日 2020 年 11 月 28 日 
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② 共催事業 

テ－マ 開催日 参加者数 

キャリアデザイン✕ライフデザインセミナー 

アフターコロナの働き方，生き方を考える 
2020/10/31 13 

 

③ 地域連携セミナー 

テ－マ 開催日 参加者数 

学生の様々な地域活動を振り返り，学生同士で今後の地域

活動を繋げることを目的とする 

福山シティＦＣ岡本佳大代表「地域活性化における福山シ

ティクラブの活動内容とビジョン」をテーマに講演 

2021/2/8 68 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ふくやまサイエンスフェスティバル 

学齢児童を対象に，科学実験を楽しみながら体験し，学べる機会を提供することを目的として

開催します。 

テ－マ 開催日 
参加者数

（人） 

2020 ふくやまサイエンスフェスティバル 中止 － 
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（４）多文化共生 

国際化・多文化共生の理解を広げる取り組みの一つで，連続ワークショップを行っています。 

テ－マ 開催日 
参加者数

（人） 

新しい日常から考える 外国の子どもとの関係づくり 

 ～外国人集住地区愛知での活動～ 
2020/８/2 36 

災害時における 外国人支援体制を築くために 

 ～城陽市の事例に学ぶ～ 
2020/9/27 7 

多文化の背景を持つ高齢者への支援とは 

～京都市と広島市の事例に学ぶ～ 
2020/12/6 67 

持続可能な地域社会への外国人の貢献を考える 2021/2/7 16 

SDGｓ 多文化共生のまちづくり 

「福山市･外国人市民の情報収集にかかわる実態調査」に関

する報告会 

2021/3/21 25 

 

（5）兼職兼業 

審議会等委員・講演会等講師 

審 議 会 等 委 員 福山市関係 45 件（23 人）  福山市以外 78 件（22 人） 

講 演 会 等 講 師 福山市関係 18 件（14 人）  福山市以外 40 件（21 人） 

 

（6）連携事業  

本学の知的・人的資源を活かしながら，行政や産業界と連携協力し，課題の解決に寄与する取

組を行います。 

共同研究・受託研究など 

福山市水道施設におけるエネルギー最適化ソリューションに関する研究 

アクリル端材の再利用による壁面・空間装飾技術とアクリル加工技術の開発 

公園内のイノシシ被害軽減のための獣害対策支援業務 

都市の熱環境解析とその実践的な活用に関する研究 
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